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商工女性は今

茨城県女性連HP

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一
都
十
県
の
商
工
会
女
性
部
が
茨
城
県
に
集
う
！

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

じ
、
こ
れ
以
上
な
い

大
き
な
感
動
に
会
場

が
包
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
次
回
開
催
県

で
あ
る
栃
木
県
か
ら

Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
表

彰
式
の
あ
と
閉
会
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
当
日
夜
に

は
会
場
を
「
レ
イ
ク

ビ
ュ
ー
水
戸
」
に
移

し
、
関
東
各
都
県
女

性
部
の
情
報
交
換
会

を
開
催
し
、
大
変
な

賑
わ
い
の
な
か
、
有

意
義
な
場
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
翌
日
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
長
野
県
・
千
葉

県
・
静
岡
県
の
各
女

性
部
員
と
茨
城
県
の

女
性
部
員
が
一
緒
に

同
コ
ー
ス
に
参
加

し
、
県
北
、
笠
間
、

大
洗
を
巡
る

コ
ー
ス
に
分

か
れ
観
光
を

兼
ね
た
視
察

研
修
を
実
施

し
た
。
県
内

担
当
ブ
ロ
ッ

ク
の
女
性
部

で
は
研
修
先

の
各
地
で
お

出
迎
え
及
び

お
も
て
な
し

接
待
に
よ
り
、

交
流
を
深
め

た
。

美
千
代
さ
ん
、
優
良

賞
に
東
京
都
西
東
京

商
工
会
女
性
部
の
鱒

渕
静
枝
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
古
谷
直

美
さ
ん
は
本
年
10
月

18
日
（
水
）
に
静
岡

県
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
る
「
第
24
回
商
工

会
女
性
部
全
国
大

会
」
に
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
と
し
て
出

場
す
る
。

　

主
張
発
表
後
、
大

洗
高
等
学
校
『
Ｂ
Ｌ

Ｕ
Ｅ
―
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ
』

に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
が
行
わ
れ
、

力
強
く
も
繊
細
な
音

楽
、
そ
し
て
躍
動
す

る
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感

災
の
推
進
」
等
に
つ

い
て
発
表
し
、見
事
、

最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。

　
そ
の
他
、
優
秀
賞

に
静
岡
県
岡
部
町
商

工
会
女
性
部
の
増
田

で
は
一
都
十
県
の

女
性
部
代
表
11
名

が
主
張
発
表
を
行

い
、
本
県
代
表
と

し
て
坂
東
市
商
工

会
女
性
部
の
古
谷

直
美
さ
ん
が
「
ま

ち
を
楽
し
み
、
ひ

と
を
楽
し
む
～
持

続
可
能
な
女
性

部
へ
～
」
と
題

し
、
女
性
部
活
動

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
坂
東
市
ら

し
さ
を
創
出
す
る

た
め
「
次
世
代
地

域
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」を
開
催
し「
ユ

ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、「
女
性
の
視

点
か
ら
の
防
災
減

　

本
年
７
月
20

日
～
21
日
に
か

け
て
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女

性
部
交
流
研
修

会
が
、
水
戸
市
内

の
「
ザ
・
ヒ
ロ
サ

ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
」

等
で
開
催
さ
れ
、

女
性
部
員
約
１
，

２
０
０
名
が
一
堂

に
会
し
た
。

　

初
日
の
研
修
会

で
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
大
洗
高

等
学
校
『
Ｂ
Ｌ
Ｕ

Ｅ
―
Ｈ
Ａ
Ｗ
Ｋ
Ｓ

（
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク

ス
）』
の
合
唱
に

よ
る
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
出
迎

え
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
た
。

　

開
会
式
で
は
、

歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
宮
本
会
長
が
行

い
、
来
賓
で
あ
る

大
井
川
和
彦
県
知

事
、
小
川
一
成
県

連
会
長
、
工
藤
浩

一
関
東
経
済
産
業

局
産
業
部
長
、
竹

中
仁
美
全
女
性
連

会
長
、
越
智
俊
之

参
議
院
議
員
よ
り

あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
た
。

　

主
張
発
表
大
会

主張発表する古谷さん あいさつする宮本会長

お出迎えの様子物産展の様子

会場の様子

最優秀賞を獲得した古谷さん（左）
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部
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た

部
員
研
修
会
で
は
、

部
員
増
強
運
動
の
成

功
事
例
と
し
て
①
つ

く
ば
市
②
下
妻
市
③

常
陸
太
田
市
の
３
商

工
会
女
性
部
よ
り
発

表
が
あ
っ
た
。
女
性

部
に
入
部
し
て
い
だ

だ
く
た
め
の
工
夫

や
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
参
加
者
１
６
２

名
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。

　

部
員
研
修
会
後
、

茨
城
県
で
令
和
５

年
７
月
20
・
21
日

に
開
催
さ
れ
る
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女

性
部
交
流
研
修
会
の

動
画
を
流
す
と
と
も

に
、
菅
谷
・
成
島
・

仁
平
副
会
長
よ
り
開

催
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ

た
。

和
４
年
９
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
12
月
31

日
）
で
、
都
道
府
県

商
工
会
女
性
部
連
合

会
の
部
に
お
い
て
茨

城
県
が
１
位
を
獲
得

し
た
。
ま
た
、
商
工

会
女
性
部
の
部
で
は

常
陸
太
田
市
商
工
会

女
性
部
が
１
位
に
輝

い
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
今
後
も
女
性

部
は
魅
力
あ
る
、
持

続
可
能
な
女
性
部

を
目
指
し
て
い
き
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
で
は
、
大
井
川

和
彦
県
知
事
、
小
川

一
成
県
連
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。

女
性
部
の
益
々
の
活

躍
に
期
待
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

総
会
後
の
部
員
増

強
運
動
表
彰
式
で

は
、
12
商
工
会
女
性

案
通
り
可
決
、
承
認

さ
れ
た
。

　

宮
本
会
長
は
「
令

和
４
年
度
商
工
会
女

性
部
部
員
増
強
運
動

（
加
入
強
化
期
間
令

　

県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
５
月
10

日
、
令
和
５
年
度
通

常
総
会
を
水
戸
市
で

開
催
し
、事
業
計
画・

収
支
予
算
案
な
ど
原 部

員
増
強
運
動
を
表
彰

時　間 内　　　　容

13：00 ～ 13：30 受　　付　　（開場）13：00 ～

13：30 ～ 14：30 記念式典

14：30 ～ 14：45 休　　憩

14：45 ～ 15：45 記念講演
講　師　　茨城県知事　大井川　和彦氏（予定）

15：45 ～ 16：30 名刺交換会
※上記スケジュールは一部変更となる場合がございます。

部員増強で表彰を受けた女性部の皆さん

宮本会長あいさつ

部員研修会の様子

議長を務める神栖市商工会の大塚女性部長

部
員
増
強
運
動
表
彰

商
工
会
員
１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞

常
陸
太
田
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

下
妻
市
商
工
会
女
性
部

つ
く
ば
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

神
栖
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員
１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞

境
町
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

河
内
町
商
工
会
女
性
部

土
浦
市
新
治
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

高
萩
市
商
工
会
女
性
部

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
女
性
部

石
岡
市
八
郷
商
工
会
女
性
部

守
谷
市
商
工
会
女
性
部

か
す
み
が
う
ら
市
商
工
会
女
性
部

～
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
～

県女性連
総会

令和５年 10 月 24 日（火）期　日 水戸市「水戸プラザホテル」場　所
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笠
間
市
旭
町
に
平
成
16
年
に
美
容
室
を
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
し
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
技
術
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー

に
サ
ロ
ン
展
開
を

し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
に
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
・

美
容
カ
イ
ロ
エ
ス

テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
の

資
格
を
習
得
し
、

美
容
室
で
は
骨
格

に
合
わ
せ
た
カ
ッ

ト
の
提
案
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
で

は
、
女
性
の
不

調『
フ
ェ
ム
テ
ッ

ク
』
ケ
ア
の
体

操
教
室
や
、
骨

格
調
整
の
施
術

で
５
年
後
、
10

年
後
も
自
信
が

も
て
る
自
分
に

を
コ
ン
セ
プ
ト

に
活
動
し
て
い
る
。

　
『
誰
も
が
年
齢
を
重
ね

て
行
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、

肩
こ
り
・
腰
痛
や
頭
痛
、

膝
の
痛
み
・
・
・
と
気
付

い
た
ら
痛
い
所
が
増
え
て

る
。
こ
の
痛
み
が
な
か
っ

た
ら
・
・
・
と
相
談
が
多

い
の
で
す
が
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
目
的
は

予
防
で
す
。
今
あ
る
痛
み

を
改
善
し
て
、
痛
く
な
ら

な
い
よ
う
に
全
身
調
整
し

の
お
菓
子
の
味
を
残

し
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
開
業
を
決

意
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
友
人
か

ら「
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー

の
娘
の
為
に
、
こ
の

米
粉
で
お
菓
子
を

作
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
質
の
高
い
米
粉
を

い
た
だ
い
た

の
が
き
っ
か

け
で
、
米
粉

の
お
菓
子
作

り
の
研
究
を

始
め
ま
し
た
。

　
「
お
菓
子

で
皆
さ
ん
に

幸
せ
を
お
届

け
し
た
い
」

と
い
う
父
の

言
葉
を
胸

　

令
和
５
年

３
月
、
常
陸

大
宮
市
野
上

地
区
に
オ
ー

プ
ン
し
た
お

菓
子
工
房
「
米

粉
ス
イ
ー
ツ
Ｋ
ｕ
ー
（
く
ぅ
）」
の
、
笑
顔
が

素
敵
な
店
主
の
西
川
久
美
子
さ
ん
。
以
前
は

東
京
都
内
で
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
が
、「
和
菓
子
職
人
で
あ
る
父
親

て
、
自
分
で
予
防
出
来
る

よ
う
に
セ
ル
フ
ケ
ア
も
で

き
ま
す
。』

　

今
回
、
フ
ラ
ン
ス
に
留

学
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
国
家
資
格
で

も
あ
る『
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー

ジ
ュ
』
の
技
術
を
習
得
。

　

身
体
の
中
に
溜
ま
っ
た

老
廃
物
を
排
泄
す
る
と
、

免
疫
機
能
が
ア
ッ
プ
し
た

り
、
肌
の
状
態
が
改
善
し

た
り
し
ま
す
。

あんな店
こんな店

　

守
谷
の
木
々
に
囲

ま
れ
た
静
か
な
場
所

に
あ
る
イ
タ
リ
ア
料

理
の
お
店
「
さ
く
ら

坂
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
ビ

バ
ー
チ
ェ
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
は
後
藤

健
一
郎
さ
ん
。
イ
タ
リ

ア
中
部
の
ト
ス
カ
ー

ナ
へ
渡
り
、
本
場
の

イ
タ
リ
ア
料
理
な
ど

５
年
間
修
行
し
、
帰

国
後
こ
の
お
店
を
開

業
い
た
し
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
の
お
父

様
、
お
母
様
も
こ
の

お
店
で
働
い
て
お
り
、

お
父
様
は
か
つ
て
寿

司
屋
を
営
ん
で
い
た

経
験
を
活
か
し
こ
の

お
店
の
裏
方
と
し
て
、

ま
た
お
母
様
が
作

る
自
家
製
ケ
ー
キ
は

こ
の
お
店
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
と
し

て
大
変
好
評

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

お
母
様
い

わ
く
「
イ
タ

リ
ア
へ
は
行

っ
た
こ
と
は

無
い
け
れ
ど
、

息
子
か
ら
見

せ
ら
れ
た
イ

タ
リ
ア
の
写

真
を
見
て
、

　

令
和
５
年
４
月
28

日
（
金
）、
茨
城
県
内

16
番
目
の
道
の
駅
と

し
て
「
道
の
駅
常
総
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
県
内
外
か
ら
と

て
も
多
く
の
方
が

訪
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
来
場

者
は
、
約
７
万
人
と

県
内
４
位
の
集
客

で
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
「
道
の
駅
常
総
」
に

常
総
市
商
工
会
女
性

部
員
の
事
業
所
か
ら

も
商
品
を
出
店
し
て

い
ま
す
。

　

㈲
鳥
末
食
品
は
、

主
に
鶏
肉
や
地
元
食

材
を
使
用
し
、
手
作

り
で
製
造
し
た
鶏
惣

菜
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
㈱
ロ
コ
レ

デ
ィ
か
ら
は
コ
ロ
ッ

ケ
を
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
て
販
売
し
て
お

り
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

野
村
醸

造
㈱
か
ら

は
、
自
社

の
食
品
ブ

ラ
ン
ド「
つ

む
ぎ
野
」

の
ジ
ャ
ム

や
ビ
ネ

ガ
ー
を
販

売
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ

か
、
商
工

会
員
事
業

こ
の
お
店
の
雰
囲
気

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。」

　

皆
様
に
愛
さ
れ
る

理
由
は
、「
夕
暮
れ
時

の
イ
タ
リ
ア
を
感
じ

さ
せ
る
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
の
流
れ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
事
」
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

（
齋
藤　
光
子　
記
）

道の駅常総
〒 300-2508　常総市むすびまち 1 番地

（〒 300-2507　常総市三坂新田町 2004）

所
の
商
品
も
た
く
さ

ん
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
く
に
お
い
で
の

際
は
、
ぜ
ひ
「
道
の

駅
常
総
」
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
染
谷　
悦
子　
記
）

張り切り張り切り
美　　人美　　人

に
仕
事
に
励
ん
で
い

る
西
川
さ
ん
。
食
べ

る
と
優
し
い
味
に
癒

さ
れ
、
と
て
も
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
も
召
し

上
が
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
橋
本　
敏
子　
記
）

　

そ
の
他
、
小
顔
調
整
や

美
脚
・
む
く
み
・
筋
膜
リ

リ
ー
ス
等
の
メ
ニ
ュ
ー
も

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
『
毎
年
、
中
学
生
の
職
場

体
験
や
簡
単
ア
レ
ン
ジ
ヘ

ア
教
室
、
健
康
教
室
、
ス

キ
ン
ケ
ア
教
室
等
を
開
催

し
て
、
地
域
に
密
着
し
た

サ
ロ
ン
作
り
を
ス
タ
ッ
フ
と

共
に
心
が
け
て
い
ま
す
。』

（
赤
津　
幸
子　
記
）



（4）　令和５年８月31日第 65 号

　

大
洗
町
商
工
会
女

性
部
は
、
令
和
５
年

５
月
16
日
（
火
）
に

移
動
総
会
（
神
奈
川

県
横
浜
方
面
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
私

た
ち
の
活
動
も
中
止

や
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
移
動
総

会
に
参
加
し
た
部
員

か
ら
は
「
久
し
ぶ
り

に
皆
さ
ん
で
お
出
か

け
で
き
た
よ
ー
！
」

「
皆
で
行
く
と
楽
し

い
ね
」
と
道
中
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
、
横
浜

中
華
街
で
の
豪
華
中

華
ラ
ン
チ
や
楽
し
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
見
学
な

ど
、
晴
天
に
も
恵
ま

れ
と
て
も
充
実
し
た

１
日
で
し
た
。

　

帰
り
は
「
ま
た
皆

で
行
き
た
い
ね
！
」

「
こ
ん
な
景

色
も
見
た
い

よ
ね
！
」
と

意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
様

々
な
事
業
を

実
施
し
て
部

員
相
互
の
交

流
を
深
め
、

楽
し
く
参
加

で
き
る
よ
う

な
事
業
を
積

極
的
に
行
い
、

地
域
の
活
性

化
へ
向
け
て
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
関
根　
記
代
江　
記
）

　

県
南
地
区
商
工

会
女
性
部
で
は
、

２
月
17
日
、
河
内

町
の
咲
や
姫
に
て

『
お
も
て
な
し
交

流
プ
ラ
ン
』
に
つ

い
て
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
話
し
合
い
を
進

め
た
。
白
地
図
を

広
げ
、
エ
リ
ア

の
見
ど
こ
ろ
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
で

自
分
が
体
験
し

た
事
を
参
考
に
、

見
ど
こ
ろ
・
食

べ
ど
こ
ろ
・
隠

れ
た
名
店
な
ど

を
ポ
ス
ト
イ
ッ

ト
に
書
き
出
し
、

白
地
図
に
貼
っ

て
作
業
を
進
め

た
。

　

県
南
地
区
は
、

見
ど
こ
ろ
が
沢
山
有

る
が
、
特
に
一
年

を
通
し
て
の
お
す

す
め
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
『
牛
久
大
仏
』
や

『
大
杉
神
社
』『
予
科

練
』
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。
こ
の
ス
ポ
ッ

ト
を
中
心
と
し
て
、

「
お
昼
ご
飯
を
何
処

で
食
べ
よ
う
。」「
お

土
産
物
は
こ
こ
で
買

う
の
が
お
ス
ス
メ
で

す
ね
。」
な
ど
と
話

は
広
が
っ
た
。

（
荒
井
ひ
ろ
こ　
記
）

　

令
和
４
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
事

業
が
中
止
と
な
る
中

私
た
ち
神
栖
市
商
工

会
女
性
部
は
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
秋
に
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
年

末
は
開
始
時

間
を
３
名
ず

つ
に
分
け
て

三
密
を
防
ぎ

な
が
ら
、
新

年
を
迎
え
る
た
め
に

自
分
で
生
け
る
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
、
年
度
末
に

は
輪
投
げ
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
連

休
初
日
に
移
動
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
晴
れ
晴
れ
し
た

空
気
の
中
、
栃
木
県

足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
へ
見
学
に
行
き
ま

し
た
。
む
ら
さ
き
や

白
の
藤
の
花
が
綻

び
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
が

と
て
も
綺
麗
で

し
た
。

　

５
月
８
日
か

ら
５
類
感
染
症

に
な
り
ま
し
た

が
、
部
員
の
皆

さ
ん
に
は
健
康

管
理
に
十
分
気

を
付
け
て
女
性

部
の
活
動
も
充

実
し
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
大
塚　
良
江　
記
）

大洗町商工会女性部
部員同士の出会いと絆を大切にして

　

つ
く
ば
市
商

工
会
女
性
部
で

は
、
昨
秋
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
の
制
作
会

議
を
重
ね
、
今

年
６
月
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成

の
声
が
あ
り

ま
し
た
と
こ
ろ

に
、
県
か
ら
の
推
進
も
あ

り
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
作
成
に
は
正

副
部
長
と
事
務
局
の
他
、

専
門
知
識
を
持
つ
最
年

少
の
部
員
も
参
加
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
今
年

度
通
常
総
会
時
に
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
操
作
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
方
法
の
セ

ミ
ナ
ー
を
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
な

じ
み
の
薄
か
っ
た
部
員
に

も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
随
時
更
新
す
る
こ

と
で
新
し
い
情
報
を
よ

り
迅
速
に
部
員
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

若
い
層
の
部
員
増
強
に

繋
が
る
こ
と
も
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
公
開
と
同
時
に

公
式
ラ
イ
ン
と
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
是
非
一
度
、
つ

く
ば
市
商
工
会
女
性
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

高
覧
下
さ
い
ま
せ
。

（
髙
野　
培
美　
記
）

つくば市商工会女性部
女性部ホームページ作成

　
古
河
市
商
工
会
女
性

部
は
、
部
員
１
２
０
名
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
年
前
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
っ
て
、
私
達
の
行
動
に

制
限
が
か
け
ら
れ
、
苦
し

い
思
い
を
し
て
い
る
生
産

者
の
方
々
が
い
る
事
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私

達
女
性
部
は
「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
！
生
産
者
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し

て
、
古
河
市
を
含
む
県
内

の
女
性
部
の
生
産
者
の

方
々
に
声
を
か
け
さ
せ
て

頂
き
、
鮭
や
レ
ン
コ
ン
、

し
ら
う
お
、
し
い
た
け
や

卵
、
ク
ッ
キ
ー
や
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
、
カ
ゴ
バ
ッ
ク
等

を
商
工
会
の
大
会
議
室
に

並
べ
て
部
員
へ
販
売
し
ま

し
た
。
生
産
者
の
方
か
ら

喜
ば
れ
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、
部
員
か
ら
も
安
く
て

新
鮮
と
大
好
評
で
、
今
年

で
４
年
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、古
河
市
で
は「
関

東
ド
・
マ
ン
ナ
カ
祭
り
」

や
「
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
」

が
３
、４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
女
性
部

も
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

を
販
売
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

両
方
の
お
祭
で
合
計

２
，
１
０
０
本
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
完

売
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
研
修
会

な
ど
様
々
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
魅

力
あ
る
女
性
部
と
し

て
笑
顔
で
元
気
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
影
山
美
佐
子　
記
）

　

北
茨
城
市
に
は

３
５
０
年
前
に
住
民

が
協
力
し
合
い
完
成

さ
せ
た
農
業
用
水

路
「
十
石
堀
」
が
有

り
ま
す
。
令
和
元
年

に
本
県
で
初
と
な
る

世
界
か
ん
が
い
施
設

遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
が
、
部
員

を
含
め
市
民
の
認
知

度
は
イ
マ
イ
チ
。
そ

こ
で
、
認

知
度
を
上

げ
る
取
り

組
み
と
し

て
、
ま
ず

は
商
売
を
し
て
い
る

私
た
ち
が
十
石
堀
に

つ
い
て
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
情

報
を
発
信
し
て
行
こ

う
と
考
え
、
研
修
会

や
現
地
視
察
の
ほ
か

清
掃
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
遊
歩
道

で
の
散
策
を
気
軽
に

楽
し
め
る
様
に
作
成

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
付
き
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
普
段
会

う
機
会
の
少
な
い
部

員
同
士
の
交
流
の

き
っ
か
け
に
な
る
事

を
期
待
し
て
、
役
員

が
部
員
の
店
舗
カ
ウ

ン
タ
ー
に
置
い
て
も

ら
え
る
よ
う

手
配
り
で
お

願
い
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
周

囲
と
疎
遠
に

な
り
が
ち
で

す
が
、
こ
れ

か
ら
も
人
と

の
繋
が
り
を
大
切
に

し
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
藤
田　
孝
子　
記
）

部
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
か
し
地
域
貢
献

『
稲
敷・牛
久・阿
見
お
も
て
な
し

プ
ラ
ン
』計
画
中

北
茨
城
市
商
工
会
女
性
部

県
南
地
区
商
工
会
女
性
部

「
魅
力
あ
る
女
性
部
活
動
を
目
指
し
て
！
」

古
河
市
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～～女性部が目指すもの～

ク
ラ
ブ
活
動
で
元
気
に
！

神
栖
市
商
工
会
女
性
部


